
硬筆を左手で扱う学習者が毛筆による

書写の学習を効果的に行うための研究

ーラテラリティ・等価性・転移の理論と毛筆の特性から-

1.はじめに

硬筆を左手で扱う児童が、小学校第3学年で毛筆に

よる書写の学習を始める際に、どちらの手で毛筆を扱

えばよいのかがわからないという実態があるo そこに

は、教師が指導のための十分な知見を持っていないこ

とが関わっていると予測される。本研究は、硬筆を左

手で扱う学習者が、どちらの手で毛筆を扱うべきかを

明らかにしようとする発想ではなく、自身で毛筆学習

に用いたい手を選択し、その際に生じる非優位性を改

善することで、毛筆による学習を行いやすくすること

を目的とした研究である。

目的を達成するため、次のような考え方に立つこと

とした。基礎となる理論として、①ラテラリテイの考

え方から、左手と右手どちらを選択すべきかは、学習

者によって異なると考えた。②書字における等価性の

理論から、どちらの手を用いたとしても、学習効果は

あると考えた。しかし、③学習転移の考え方から、よ

り効果的な手を用いることによって学習が促進される

と考えた。その上で非優位性として、左手では、横函

の右上がりに対応しにくいこと、毛筆書字時の接地面

の形状を作りにくいことなどをあげた。右手では、巧

鍛性が低い可能性があることと、毛筆から硬筆への転

移において学習効果が低い可能性があることをあげ

たo

以上から、硬筆を左手で扱う学習者が毛筆を用いる

際に生じる非優位性を改善するための方策を検討した。

具体的には、筆記位置に関する方策、毛筆の筆軸の角

度に関する方策と関連する用具の開発である。これら

の方策について、硬筆を左手で扱う大学生を対象に、

以下の3つの調査を行った。(1)右手での毛筆書字に

習熟している 4名による方策の選定と調整、 (2)学習

者 13名を対象とした短期的・分析的な調査、 (3)学

習者2名を対象とした継続的・臨床的な調査である。

以上より、非優位性を改善するための方策を用いるこ

とで、書きやすさの向上など、毛筆による書写学習を

行いやすくする効果が期待される点について述べる。
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2.硬筆を左手で扱う学習者が毛筆による
書写の学習を行う際の問題点と研究の
目的

2. 1 毛筆学習においてどちらの手を選択すれば

よいかが分からないという問題

学校教育における毛筆の使用は、国語科書写におい

て小学校第3学年より開始される。その際、通常硬筆

を左手で書字する者(以下、「硬筆左手書字者Jと略
称)に対し、左右どちらの手で毛筆による学習をさせ

るべきかについて、指導者に知見が不足しているとい

う指摘lがある。

昭和26年小学校学習指導要領2に「左ぎきの児童

は、むりに右手で書かせない。左ぎきが正常な児童

は、左手で書かせてもよい。Jとあり、これは本論文
執筆時点の感覚として、当然のことに思われる。この

引用箇所は硬筆筆記具の使用を意図した記述ではある

が、毛筆に適用することも考えられる。

このように、子供たちが用いたい方の手で書けば良

いように思われるが、そうではないとする意見があ

るo それは、漢字・ひらがななどは右手での書字に

よって成立したことから、毛筆の場合は特に右手を用

いて書くことが良いとする考え方である。しかし、右

手で書くことは何がどの程度良いのか、左手で毛筆を

f及った際にどのような問題が生じるのか、十分な研究
が行われているとは言い難い。

2.2 指導方法が確立されていないという問題

次に硬筆左手書字者である学習者に対し、その学習

者が毛筆を左手で扱うにせよ右手で扱うにせよ、教師

がどのような指導上の配慮をすればよいのかわからな

いという問題がある。硬筆左手書字者に対する書写学

習の研究が不足していることが指摘3されており、特

に毛筆学習時の研究について十分とは言えない o

2.3 本研究の目的
本研究は、硬筆筆記具を左手で扱う学習者が、書写

学習において、毛筆を用いたい手を自身で選択するこ
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との合理性を述べる。次に、左右それぞれの手で書字

する場合に生じる非優位性を考察し、その非優位性を

改善する方策を提案することで、毛筆による学習を行

いやすくすることを目的とする。本研究の前提とし

て、どちらの手で毛筆を扱うべきかを限定しようとす

る発想をしない。また、非優位性を改善する方策とし

て、字形等の文字そのものや、それに付随する筆順等

の特性を変えることもあり得るが、本研究はそこには

踏み込まない。さらに、本研究で行いやすくする毛筆

学習は、あくまで国語科書写の目的を達成するための

ものであり、芸術科書道等の表現性への方向等は意図

しないこととした。

3.学習に用いる手の選択と毛筆の特性に
関する基礎的な考え方

3. 1 毛筆学習に用いる手を学習者が選択するこ

との合理性

3. 1. 1 学習者によって用いる手が異なっていて

良いことの根拠

小学校3年生の段階で、硬筆を左手で扱っている学

習者が、毛筆も左手で扱った方がよいと考えるのは自

然なことである。

一方、左右にある身体器官を同じ頻度で用いること

は少ないということについて、ラテラリテイ(偏側性)

という理論4がある。その調査方法からは、利き手を

「右利きJr左利き」のように完全に分けることは困難
であり、一人一人の偏りは異なると考えられるo すな

わち、硬筆書字に用いる手と、他の行為を実行する際

の手とが同じとは限らない。

また尾崎 (2000)5は発達が「近位の運動から遠位
の運動へと移行する」ことについて、書字行為にも当

てはまるとしている。硬筆書字は手指等の遠位の運動

であり、小学校で主に扱う毛筆書字の場合は肩や腕等

の近位の運動と考えることができる。小学校3年生の

すべての学習者において、硬筆と毛筆とで左右の手に

よる扱いやすさが一致しているとは限らない。これら

のことから、学習者が希望する方の手で学習を行うこ

とが適切であると考えた。

3.1.2 どちらの手を用いたとしても学習効果が

あるとする根拠

毛筆学習を行う際に、希望する方の手で学習すべき

であるとしても、どちらの手で学習しでも効果がある

のかを確認しておく必要がある。国語科書写におい

て、毛筆による学習は硬筆書字能力の向上を意図して

設定されているo 毛筆から硬筆へと、学習したことが

生かせるかどうかは、重要であるo

河野 (2019)6は、書字運動の理論の整理を行い、
スキーマ理論における書字の運動等価性 (motor

equivalence)、すなわち同一番字者であれば利き手や

文字の大きさが異なっても書字結果はよく似た形状と

なることについて説明している。そのことは、福津・

津野田・小池・和田 (2006)7の結果などとも一致し

ている。理論的には、毛筆と硬筆のように用具が異

なっても、それぞれの学習は他方に効果があることが

予想される。そして、毛筆と硬筆で学習に用いる手が

異なっても、毛筆による学習が硬筆書字に効果がある

可能性はあると考えられる。

3.1.3 普段の硬筆書字に用いている手での毛筆

学習がより学習効果が高い可能性

毛筆学習と硬筆書字とで用いる手が異なる場合で

も、学習効果があるとして、その効果は同側の手を用

いた場合と同じだろうか。甲斐ほか (2007)8は「運

動学習の両手間転移」に関し、「時間短縮に関しては

対称性の転移が起こるJが、「正確性に関する転移は
非対称性である可能性がある」ことを指摘しているo

このことからも、左手での硬筆書字を向上させるため

には、右手よりも、同側の左手での毛筆学習の方がよ

り効果的である可能性がある。

以上の考察から、理論的には硬筆左手書字者が毛

筆による書写学習を行う際、一律にどちらの手を用

いるべきだとすることは適切で、はなく、学習者が学

習に適していると感じる方の手を用いることは妥

当であり、学習者の選択に合わせた学習上の配慮

が必要だと考えた。

3.2 毛筆の特性と硬筆左手書字者に想定される

非優位性

3.2.1 左手で毛筆を扱う際の非優位性

毛筆は右手で持って書くことが良いとする考え方が

ある。このことを検討するとともに、左手で毛筆を

扱った際に生じる問題やデメリットとなる事象につい

て、左手で毛筆を扱う際の非優位性(以下、「左手に

よる非優位性」と略称)として考える。

左手による非優位性を、文字の特徴等に起因するも

のと、毛筆の特徴に起因するものとから考える。

図1 横函の右よがりと接地面の形状

文字の特徴等に関し、構書の字形の特徴として、横

画が右上がりとなること、横画の動作は左から右方向

へのストロークで書くとされていることがあるo これ

らは、図 1に示すように、右手書字によって生じる特
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徴として考えられる九f走者につ
いて、小林(2005)3は、左手で

械耐をf!?く際には、事1
'
す動作

となるため官きにくいことを

指摘している。また、大西

事[1木 (2015)10はTo!I!筆による柿

線の筆圧測定結果から、左手

記字者は左から右への動作が、

事1
'
す動作になりやすいのでは

ないかとしている。さらに硬

~il {~:: 字についての調査ではあ

るが、左手{~:字者のストロー

クには¥の傾向が見られ、右

上がりの線がt!?きにくい可能
性があることを指摘している。

【毛筆左手書字時の非優位性] [解消するためのポイン卜】

横函蓄字時の動作の行いにくさ 書字位置(紙の位置)を変える

[毛筆右手書字時の非優位性]

巧徹性による書字の行いにくさ 右手の巧鰍性を高める

転移をしやすくする転移がしにくいこと

図2 非優位性とその改善のためのポイント

以上から、左手書字者にとっ

て、検問主;字における動作が行いにくいことが、非優

位性となる可能性がある。

毛筆f!?字の特徴としては、毛筆接地面の形状が水滴
状で45度程度となることが指摘されている 11。この

形状は、 Ilil1に示すとおり、右手で毛筆を持ち、 1"冊、
に紙に接した|僚にできやすい形状であると考えられ

る。そのため、左手て‘毛筆を持った際にこの形状を作

りにくいことが、非優位性となる可能性がある。

3.2.2 右手で毛筆を扱う際の非優位性

To!I!筆左手百字者が毛筆を右手で扱うことを希望する
場合には、右手での毛筆学習における訓優位性 (以下、

「右手による非優位性Jと略称)を認識しておく必要
がある。まずlitJ!筆左手告字者は、左手での告字動作に

慣れているが、右手での書字動作に慣れていないこと

が、 ~I，優位性となる 。 加えて、元々の右手の巧級性が

左手より低い可能伯があることも、 ~I，優位也となる。

さらに学習という視点からは、右手で学習したこと

を左手記Etlli!:字に生かすことになるため、前述のよう

に両手rm転移となる。そのため、学習がry*についても
右手による非優位性となる可能性がある。

3.2.3 非優位性の整理とそれを改善する方策

ここまで検討した非優位性は、悶2の左のようにま

とめられる。すなわち、左手i!l:字Ii寺では撤回が押す動

作となりやすいことと、右上がりにしにくいこと、接

地面の形状が作りにくいこと、そして右手性字l時の巧

綴性および;1正移の問題である。

本研'先では、これらの非優位性を改善するために、

図2の右のようなポイントが有効であると考えた。す

なわち告字位i丘を変えること、筆の傾きを制挫するこ

と、巧紋性を補助し転移しやすくする用具の使用を検

討することとした。以上から具体的な方策を 10程度

考案し、その中から適切な方策を選択することとし

た。それにより、硬筆左手自字者が毛筆を逃和感なく

効果的にmいることができることを目指す。

4.調査lー適切な方策の選定と調整

4. 1 調査1の概要

硬m左手書字者の非優位性を改普するため、 10積
の方策を ~It案 L、その中からより効来が予想されるも

のを選択するとともに、その効果的な使用を検討する

ため、調査を行った。

調査の概要は、以下のとおりである。

目的 10の方策から効果的なものを選び、

調整する。

調査日 2021 '，o 2月-6月
調査i時間 90分程度(1人あたり)

被験者 4名 (大学生2-4年生)

調査内容

ー硬筆左手書字者であること 0

.毛筆は右手で朋いる。

- 毛銑1!}~':に習熟していること 。

(通塾 ・ ~::道部等経験を有するこ

と。)

・ ~J前のアンケート調査

(属性 ・毛筆告字の経歴ほか)

.左手による 10磁の方策の試m

.各方策についての聴き取り捌査

本調査において特に重要なことは、 4名の被験者全

只が、硬空il:左手主;字者であり、かつ毛rn:は右手でmい
ること、またこの4名はいずれも性訟に通っていた絞

験があったか省道部で活動した経験があったりする

など、右手での毛~(t i!: 字に習熟している被験者である

ことである o 右手での毛筆使用を良く理解しているT!!I!

trr:左手{!1:字者が、左手で毛筆を使用した際に感じる非
優位性と、設定した方策による改普とについて、意見

が{専られることになる。

本稿では、 4名の試用によって効栄が認められ、絞

り込まれた方策と、そのHlぃ方に限定して報告する。
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4. 2 有効だと考えられる方策について

この調査において、主観的にではあるが、効果が認

められた方策を整理すると、次のようになる。これら

の内、 10 紙の位世に閲する方策」 は荒~ Io (2015) 12 • 

小林 (2015)13が研究成果を示しており、 Ila 持ち方

による筆軸の傾きの捌蛙」は、類似の持ち方が教育出

版の Webベージ '"'で示されていることが部l査後に確

認できた。残りの方策は新たに考案したものである。

0左手による訓優位也改善のために
-告一字位位を変える方策。紙の位ii1に関する方策
・2在の傾きの訓獲 1: t!tilQhの傾きを認める方策
13 持ち方によるさit事hの傾きの調務
lb 補助用具の使用 (通称 クリ γプ)

lc 補助Jfl具の使用 (通称 コンパス)

ld 布liUMI具の使用 (通称 コンパス 2)
筆の傾きの調整2 筆車hを垂直にする方策

2a : fI¥";市hを垂直に

2b : j;提鐙法的な持ち方

0右手による非優位性改善のために
-巧綴セtを13める方策
-転移をしやすくする方策

lc 補助月以Lを使う(通事l、 コンパス)

Oとちらの手で毛筆を扱うかを決定するために

使用する手を決める方策

lc 補助用品lを使う (通称 コンパス)

これらについて、以 F{こ解説する。

O 紙の位置に関する方策

右上がりの線をf!?きやすくするために、左手t!?字
11奇に左寄りに紙をi泣くことが考えられる。(図2の

右上の写真参照) この方法は荒井 (2015)12 .小林

(2015) 13による調査においても比較的高い前価を得た

ことが示されている。そのため、左手で毛筆を扱う際

には、後述の方策の種類に関係なく、左寄りに紙をlbi
くことを基本とする。

1a 持ち方による筆軸の傾きの調整(通称傾けて

持つ)

持ち方を工夫することで、筆耕lの傾きを調整する方

策を提案する。考え方は、図3のとおりである。実際

には、 1~1 4 のように手首の回転方向の制強と 、 (;j):申11 と

接する中指もしくは薬指の接触位iiiの調殺によって行
う。教育出版の Webページ'"'で紹介されている持ち

方とほぼ同様になる。

1b 持ち方による築軸の傾きの調整のための補助用具

(通称クリ yプ)

laの持ちliを補助する用具を扱築する。具体的に
は、図5のように、当主制lの先方向に|古lけて 60度程度

の傾きを持つクリッ プをJiJ[り付け、これを採ることで

l当然に laの傾きとなることを意図した方策である。

てミ

図3 箪軸の傾きの悶整の考え方

図4 1a の持ち方 図 5 1b補助用具(ヲリ γプ)

困慣幽圃薗箇臨|
孟

図6 1c 補助用具(コンパス)

，長補助軸Aに、角度を湖撃するためのBを取り付け.市軸の凶定I11
部品Cを取り付ける。無段階で角度を調整できるものとしたが、
段附をil.Q:定したり、凶定する機能を持たせることもあり うる。毛
筆を取り付ける際の位置は調整できるものとする。ノト同はl!iWiさ
れている通常の毛筆の軸そのままを取り付けている。取り付ける
主曜の軸の長さを鮫くするなど、調整することもありうる。今回
は金属製であるが、樹脂ノマーツもありうる。

図7 1d 補助用具(コンパス 2)
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0 ・Rは中食よ
. ~ ' .. < ""'''-

左手を主1: .， 両手で 句 宥乎.主l
‘. ‘ 司~ 圃 ‘ . ー

..・をまっす

c立てて・〈
t・・陰ひど】

図8 筆の傾きの調整2 筆軸を垂直にする方策

1c 補助用具による{噴きの調整

(通称コンパス)

図6のように、準取hに対し角度が調整できる補助制l

を取り付けることで、左手で自然に補助軸を拘 って

も、tji:申hを適切な傾きに調整することができるHJ}1.を

提案する。

またこのHJAは、右手で毛筆を扱うことを選択した

場合に、銃取hを右手で持ち左手で補助副hを持つこと

で、右手の巧級性の問題を改善するために用いること

も意図している。

さらにこの用具は、補助申hと築制とを両手で持っ

て、試しにt!:いてみることで、学習者自身がどちらの

手が性きやすいかの判断に用いることも意図してい

る。

なお、この用具では筆割hが回転しにくくなること、

用具が目立つこと、また素材によっては筆が重く感じ

られることといった問題がある。

1d 補助用具による傾きの調整(通称 コンパス 2)

図7のように、毛筆の筆軸の途中に角度調整機能を

持つ部品を挿入したmJ~. を提案する。 l c に比べ目立

ちにくく、 比較的経く作ることができる。ただし、右

手で持つための~1l: iMIがないため、前述の巧級性の補助

や選択を似Jけるといった機能はない。なおこの方策

は、他の方策と使用開始時期lが異なる。このことにつ

いては、 6.2において述べる。

2 筆軸が垂直に近い状態で書く(通称まっすぐ持つ)

t!?の伝統的な執筆法では、右手であっても銃軌を垂

直に近い状態で述筆する方法がある。この考え方で行

けば、合字にHlいる手が左手であっても、始tji:の形状

が作りやすく、横画が引きやすくなると考えた。具

体的には、図 8 に例示する r~(t軸を垂直にH披鈴法

(やそれに準ずる持ち方)Jの2都とした。

4. 3 方策の用い方についての検討

今回の調査では、被験者4名の聞き取りから、これ

らの方策を使用するにあたってのマニュ71レ15を作成

するとともに、これらの方策の全体像について、図9

に示す表を作成した。

15 

左手が銭さそう . I 11 右手が良さそう

Hだけで・も、ι ~ ~ ~uJ 省軍酬で・いでみる "左手で

随一t!K:"IiI!.)Ó'~I~A"'~~.J晶

図9 方策の全体像 ・使用例

5.調査2 硬筆左手書字者の特性と短期
的な方策の使用による効果

5. 1 調査 2の概要

調査2では、(i9!筆左手古学者の毛筆に対する意識お

よびラテラリティなどについて把握することと、前述

の方策を短期l的な学習に用いた際の効県をl別らかにし

たいと考えた。具体的には、以下に示すとおり、硬Ill:

左手1':'字者 l3 名、硬~ìt右手投字者 98 名の協力の下、

90分の授業3回において、椅{!r-の占薗の5!?き方を学

留する授業の中で調査を行った。

調査日 2021年6月19.20. 27日のうち

いずれかl日

調査時間約卯分x3四百1270分

被験者 大学生大学院生

学習内容

左手tF字者 13名
右手書字者 98名

(性字の変化は 20名x2) 

目的 点画の裂き方の理解

内容横四縦画はねはらい折れまがり

そり等 (山寺 ・日光 ・文武 ・金銀)

・3体術省
調査項目

※左手書字者に対する 9種類の方策の使用

事前・事後のアンケート翻'l't16

学習H寺における感想等 (左手活字者のみ)

・")J前と事後の成来物 (硬築、毛筆)

5. 2 硬筆左手書字者の毛筆に対する意識

調査2では事前アンケートにおいて、 t!11宇に対する

な識を調査した。硬司1・毛筆それぞれで告くことが好

きか、合くことが得意かについて、硬筆左手書~.: ・同

右手{~:字で集計したものが1~1 1Oである 。 r(i9!tjî:で字を



硬筆で字を曾〈ことが量子き 毛筆で字を曾〈ごとが好き
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図10 意識調査(字を書くことが好き・得意)

右手書字者

g j i l l ili¥Jjjr二HH札:111HHjllHH::j11L11叫山jl1H叫;Jj』JjH[Hl
自寝き aを，厳司構J E PVZ〈富zaM4V晴、ま+4R、Ey包t 、も? 

包.

-左手 a右手国同じ

左手書字者

~ l.tIJmJt-1J~JmJ;I~JmlmJJ~. 
自厳-f<級毛 m、九t 樟 h46ahM車初 tv1Z 宮+ホ4内R、国ロ 品有会l 毒

..l />'わ〈 44M3T題11¥ 、
震 11¥

包.

-左手ロ右手ロ同じ

図11 書字に用いる手とラテラリティ

書くことが好きかJという問いに対する 5段階の選択
肢で、「やや嫌いJr嫌い」と回答したのは、硬筆左手
書字者は0%、硬筆右手書字者は 14%であり、大き

な差は見られなかったo それに対し、「毛筆で字を書

くことが好きか」という聞いに対して、「やや嫌い」

「嫌いJと回答したのは、硬筆左手書字者は 61%、硬
筆右手書字者は 32%と、 30%近くの差が見られたo

同様に、「硬筆で字を書くことが得意か」という問い

に対して、「やや苦手Jr苦手」と回答したのは、硬筆
左手書字者は38%、硬筆右手書字者は29%と、こち

らも大きな差は見られなかった。それに対し、「毛筆

で字を書くことが得意か」という問いに対して、「や

や苦手Jr苦手」と回答したのは、硬筆左手書字者は
77%、硬筆右手書字者は 42%と、こちらも 30%以上

の差が見られた。硬筆より毛筆の方にマイナスの意識

があるという点で、左手書字者はその傾向が顕著であ

る。そのことから、硬筆左手書字者は毛筆に対して苦

手意識を持つような経験をしてきている可能性がある

と推測される。

5.3 硬筆左手書字者のラテラリティ
被験者に、 15種類の日常の動作に関して、どち

らの手を多く用いるかを回答してもらったo その

結果、硬筆右手書字者は、図 11上段のように、

多く用いる手にばらつきが少なく、ほぽ一定のラ

テラリティを示した。それに対して硬筆左手書字

者は図 11下段のように、用いる手にばらつきが

あり、ラテラリティが個々に異なる傾向にあっ

たo 硬筆左手書字者は硬筆書字と箸を用いる手は

左手選択率が100%であったが、それ以外の動作

においてはラテラリティが多様である。その中で

も、特に毛筆(大筆)は右手使用率が62%であ

ることから、他の動作と比べて特殊であることが

明らかになった。

5.4 学習前後における意識の変化
学習活動の前後の変化について調査を行った。

一つは、意識の変化をアンケートから得る調査で

あり、一つは点画の特徴等を書字された文字から

確認する調査である。

アンケートは、学習活動前後に調査した「毛筆

学習に用いやすい手はどちらかJr硬筆書字に役立
つという感覚がある手はどちらか」の2項目と、

学習活動後に調査した「方策の使用による書きや

すさの変化Jr効果的であると考えられる方策」の
2項目である。

5.4.1 毛筆学習に用いやすい手はどちらか
「毛筆学習に用いやすい手はどちらか」の結果を

表1左に示した。「左手」と回答する被験者が学習

前は 15%、学習後は46%と、約30%増加したo

図11に示したとおり、硬筆左手書字の被験者のう

ち、 2/3は元々右手で毛筆学習を行ってきたことを考

えると、「右手jという回答が学習前に62%であるこ

とは理解できるところである。それが、学習後に逆転

するということは、重視すべきであると考える。

5.4.2 硬筆書字に役立つという感覚がある手

「硬筆書字に役立つという感覚がある手はどちらか」

の結果を表1右に示した。「左手」と回答する被験者

が学習前は62%、学習後は92%と30%増加し、多

くの被験者が左手の方が役立つとする結果になった。

これは、学習内容の硬筆への転移に閑し、本人の感覚

表1 方策を用いた学習活動前後の意謡の変化

毛筆学習を行いやすい~ 硬筆書字に役立つという感覚~

事前 事後 事前 事後

左手 15% 46% 左手 62% 92% 

同じくらい 8% 15% 同じくらい 8% 8% 

右手 62% 38% 右手 15% 0% 

わからない 15% 0% わからない 15% 0% 
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として重視すべき1主であると考える。

記述欄には、 「私は慣れてしまっているので、右手

の方が白きやすかったが、左手で練習することで硬舗

に似た感党でf!?けた。」 のように、毛筆書宇の行いや

すさと碩!fl!への転移の感覚が異なることに言及する被

験者もみられた。

5.4.3 方策の使用による書きやすさの変化

「方策を使用することで毛舘の告きやすきに変化が

あったか」の結果を図 12に示した。「変化 したJ1や
や変化した」と回答した被験者が46%ずつ、 言192%

が何らかの変化を感じていた。被験者の感想は、以下

のようなものがあった。

「はらいやとめに変化が見られ、書きやすくなった。」

「道具があったことで告くのが楽しくなった。」

これらの被験者による感想を踏まえると、変化は好意

的な方向への変化であり、方策の使用は非優位性の改

善に効果的であると考えられる。

図 12

" 変化しな・，た

わか-信い

'"‘ 

表2 方策の効果について

のは、 Ilc 左手で通称コンパスHld 通材、コンパス

2Jという方策だった。通称コンパスはいずれも被験
者 13名中 10名が131く(。もLくは0)評I!lIiしてお

り、通称コンパス 2は閃じく 9-10名が向く(iQJも

しくは0)寄|価している。この結来からは、補助JTj具

を使用することによって、書きやすさが向上すると考

えられる。ただし、通称コンパスには 「角度がつけや

すかったが若干!fi:い。」、通称コンパス 2には 「正しい

位idを考えるのが難しかった。Jといった諜題となる
J::J:見も見られた。

ただ、これらの結果については、 一定wJlin継続して
使用した場合に変化が見られる可能性があり、調査3

において検討する。

5. 5 学習前後における筈字の変化

「金銀」という文字を学習院l始時と終了時に毛筆お

よび硬筆で省宇してもらった。この「金」の手から、

8 illii目の横画、 I画自の左払い、 2回目の右払いを対
象として、調査を行った。3名による王在日許制で判断

し、被験者に占めるパーセンテージを求めた。

5.5. 1 横画の特徴について(毛筆)

左手による非優位制としてあげられていた、始mの
形(水滴状)と角度 (45 度程度)、終~n の形と角度、

椴画が右上がりになっているかの5項目にl刻して、 8

岡目を対象に評価を行った。その結果、JiiJ!tjt左手書字

者であっても個々の変化は繰々であったが、関 13に

示すとおり、全体としては始筆の形を除いた4項目で

向上が見られた。

方策を試した際に良いと感じたもの 練習をする際に良いと感じたもの

筒手 左手 右手 筒 左手

" '" コ " 1 ま コ傾ま コココ傾クま

ン ンン :t !lっ ン け つ ン ンンけリ っ
;{I;(;{  て y 寸・ パて十 ;(I;{/{ て?十

スス x 昨プぐ ス仰ぐ ス ス;;1" f.Y プぐ
2 つ ，.， ペコ 仰 2 つ ，.， 

つ -， -， 。11 64 20  o 。31 6 4 0 
O 51 4 6 4 3 O 41 4 5 4 

6. 31 1 0 2 A 21 1 2 4 

• 11 1 2 3 3 4 • 11 1 3 3 
無回答 31 1 2 3 4 無鏑答 31 1 2 2 

5. 4. 4 方策の効果についての意識

学習後、調査で使用した方策について、 「方策を試

した際に良いと感じたものJ1練習をする際に良いと
感じたもの」それぞれを、4段階 (iQJOム x)で剖制Ii

してもらった。その結*を、表2に示した。

学習者側々にラテラリティが多株であるように、今

回の悶査からは、良いと!感じる方策も倒々に異なる結

栄となった。ただし、全体の傾向としては、左手で

:p:=字する際の Ila 傾けて持つJ11b 通称クリアプJ
12 まっすぐ持つ」は、 Oと回答する被験者が少ない
結果となった。

一方で、今回の評価で全体として高く評価された

右手

ヨ傾ま

ーーー 学宮前 一一一学習後

右上がり

ン iすっ

バてす

ス仰ぐ

2 

-，仰
つ 拍筆(帯状) 轄量廃(時状)

o 

2 

3 

図13 横函の要素の適切さ(毛筆)

向上が見られなかった始筆の形について、今回のrJM

査においては、学習前からすでに始筆の形が適切であ

る硬筆左手書字者が多かった。学習前には形状を作ろ

うという意識があり、始当Eではできても、終fれまで維

持できない様子がうかがえる。学習後、終tfiの形状に

ついては向上している。

5. 5. 2 左払いと右払いについて(毛筆)

毛筆{I::宇時の左払いと右払いについて、 I固と 2iilii 

目を対象と して、制査を行った。左払いが適切に紺lく

なっているか、右払いはいったん太さを矧している
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か、適切に方向変化をしているか、適切に細くなって

いるかの計 4出である。その結果を図 14に示した。

li!l!筆左手掛字者全体の傾向としては、全ての動作にお

いて向上が見られた。特に、右手l、いにおける方向変化

と右払いを剥くする動作に大きな向上が見られ、学習

後の達成率は 90%を超えている。左払いを調11くする

動作は学習前からよくできている傾向にあったが、そ

れも学潤後にはiJ!なる向上を見せた。

破!~住友手45字者による実際のi!l字結栄を図 15 に示

す。上の例は、右払いにおいて太さの変化と方向変化

に向上が見られる。また、積画において始筆の明確化

や右上がりのl向上が見られる。下の例は、同じく右払

いでの太さの変化において特に向上が見られる。な

お、両者ともに左払いの紺|くする動作ははじめからで

きていたため、変化はないと判断した。

5.5.3 左払いと右払いについて(硬筆)

硬~，tにおける左払い及び右払いに|到しでも、同様に

調査を行った。その紘一*を、図 16に示す。全体の品11

-・・学宮前ーーー学習後

右払(方向)

左払(細()<: ~ 

右払(太く)

右払(細()

図 14 左払いと右払いについて(毛筆)

図 15 学習前後の瞥字例

ーーー学習前ーー一学習々

右払(方向)
1∞‘ 

左払(掴() ~正亙~-:;.主主..>>>右払(細()

右?ム(太く)

図 16 払いの要繁(硬筆)

果として、学習後には評価した各要素ともに向上し

た。しかし、向上度合いと達成率は、とちらも毛flti!::
字H寺と比較すると低いことがわかる。その理由として

は、破鍛は毛筆と比べると太さの変化が難しいためだ

と考えらi'lる。

5. 6 硬筆右手書字者との比較

学習前後における告字の変化について、硬筆左手{~l:

王子者と硬m右手。字者とで比較を行った。
毛策の要素にl剥して、li!l!鋒左手fTT字者1昨も硯筆右手

{!J字者群も学'gll去には向上する傾向を示したが、右払
いの方向変化の向上には差が表れた。図14のように、

硬さjt左手{~l 字者の右払いにおける方向変化は、 学習lÌ~

の25%から 70%近く向上し、 学習後に92%となった。

対して、 J硬筆右手主it宇:者は学習前の 73%から 22%向

上し、 学習後に 95%となった。この向上の差は、学

習前の|時点で達成率が異なったためだと考えられる。

一方、学習後の達成率からは、硬筆左手f!?字者がli.!l!筆
右手担i字者と間程度に方向変化の動作を行う ことがで

きるようになったことがわかる。このことから、左手

による非優位性が改善されていると考えられる。

硬mに関しでも同株に、向上の程度としては硬筆
左手t!?字者群の方が大きいという結果となった。例え
ば、右払いの調11くする動作は、1i!H在左手芸i字者は33%

から 67% と 34%の向上であったのに対し、破!~ft右手

書字者は 62%から 77%と15%の向上であった。要

因のーっとして、硬m右手書字者1洋の逮成率が学習
がIの，f，~.'句、で既に高かったことが考えられる 。 また別の

要因として、毛告1学習をli!l!~，ì:\'J才一に生かしやすくなっ

たことが考えられる。 学習前に「毛筆での告字が砲~筆

f!!字に生きるJという/a:;j'tに関するアンケートを行っ
た。その結巣「あるJIやゃある」と回答したのは、硬
筆右手合字者が70%であるのに対し、硬筆左手書字

者は 54%と、硬t，t左手目字者の方が毛筆と硬筆のつ

ながりが少ないと感じる傾向にあった。硬*左手t!?字
者の:'0:、見としては 「左手と右手とじゃ感覚が違う」ゃ

「同じ手で脅かないとfi→味がないJのような記述が見ら
れた。アンケートの結果や記述と総合して考えると、

今回方策を用いて左手で毛筆書字を行う ことによ っ

て、毛筆啓字が磁当1告字に生きるという意識が強化さ

れ、数値もおくなった可能性があると考えられる。

6 調査3 継続的な方策の使用による効果

6. 1 調査の概要

先の;刊査2では、 I日で270分程度の学習において、

方策を使用した結栄について述べた。調査3では、方

策を継続して用いた際の傾向を明らかにしたいと考え

た。 具体的には次に示すとおり、硬m左手~r字者 2 名

の協力の下、迎1回約90分の授業計6回、 JYIIMJとし
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ては lか月以上にわたって、方策を使用してもらった。

調査日 2021年 5月17日-6月28日

湖ヨ'f.1I寺1m 迎I岡、約90分x61m *0540分

被験者 大学生大学院生

左手性字者 2名

・右手fF字者一 15名
学習内容

・目的 ;aく叩いても読みやすきを維持する

方法、の週!解

内容行{~::の t!? き方についての毛flh 尖技

骨体行干i

iv~ 3'tJji日

※左手{Il:字者に対する 5種類の方策の{史JlI

.事前のアンケート調査

・学習l時における感想等 (左手省宇者のみ)

ー事前と事後の成果物 (硬筆、毛筆)

6.2 長期調査の被験者が選択した方策

約 1か月のIHl継続して方策を使用した被験者 2名

が、 61IT1の学習において、どの方策を何分くらい使m
したかを記録し、その結栄をパーセンテージで示した

ものが、 l主117 である 。 前査初J~I には様々な方策を使

用していたが、 f~j3'tが進むにつれて 、 学習H寺 1mの 1:1 1 で

傾ける方策を似HIする比率が高くなった。調査2で多

くの被験者が日〈討仙lしていた 「コンパス」ゃ 「ク

リ ッ プ」寺~;の補助JlIJ'\は、調査 3 においても調資の初

期には 「太くなってしまいがちだが、官Iれれば一番幹

きやすいし、持ち方も分かりやすいだろうなとlSじ
た。J(被験者 1)と好意的な感想を述べている。しか
し、同H寺に 「クリ ップとコンパスは持ちプJにとまと'っ

た。特にコンパスは、 tltが重い。J(1百1])や 「たまにク

リップを持たずに砕いてしまう o 右側はZ!?きにくい。」

( 1百12)との意見もあった。調査の終盤において、「ク

リップ」を 「いい具合に|劃定されておきやすいが、と

きどき邪慌に感じる。J(同 2) と述べている。「邪胤に
!感じる 。」という感'!!.l は、単に補助月jJ~ がJfI)I縫である

という訳ではなく、補助mJ'l-がなくとも行作の邸Jきや
tltの使い方ができるようになってきたためだとも考え

ることができる。調査3のように継続して学習した場

合には、補助m~.を必要としなくなる可能型| がある。

またiV.j恋3では、 「コンパス 2Jを使用してもらっ

100% 

O~色

ポマ l吃 (号 ぽ (<> /官1

=コンパ兄 Cクリッ 7 ・ftJ'iけ .l1'1$在法 1，- r 

図 17 各方策の使用時間(比率)

ていない。訓j笠3において、「コンパスJは屯いとい
う指摘を受け、 「コンパス」よりも軽訟化した 「コン

パス 2Jをこの段階で追加lしたためである。「コンパ

ス2Jを用いた場合には方策の推移が変化する可能性

がある。

6. 3 被験者による方策使用の感想

被験者にはíU~1時 I [lj 方策を使JH した感惣を記述して

もらった。被験者1は、調査11亘IIdで線々な方策を

試し、その感想として 「どの持ち方も、自分で左手で

おくよりもはるかに件きやすかった。」と述べている。

被験者 2は、調査lJjjJ目でまっすぐ持つ (扱鐙法)、

クリ ップ、傾ける方策を試し、その!忠也!として 「一番

必きやすそうなのは援鐙法のように感じた。」と述べ

ている。

その後、両被験者ともに、右手での件宇を含め株々

な方策をf史J-IIしながら学習を進めた。学習を進めるに

つれ、被験者lは 「左手でいろいろな持ち方で習字を

練習していたら自然と右手で引くときも上達した気が

する。左手でも書く選択肢がf甘えたのは、良かったこ

とのひとつである。」と感惣を述べ、被験者 2は「逆

に布の方が慣れないと感じた。」と感想を述べるよう

になった。被験者 2の記述に!日lしての説明を口頭で求

めたところ、左手での毛当日!12字を多く行っていたた
め、右手よりも左手の方が毛筆に慣れた感覚があると

の回答を得た。

ijii述のように、調査の終盤には両被験者ともに、お

およそ決ま った方策を使用するようになっ た。 .v~ 1t終

了後の感想。として被験者 Iは 「止i手で強制されていた

11寺もあったので、左手でもさほど変わらず刊けるのは

自信につながった。」と述べ、被験者 2は左手での自

字について 「迩筆の慣れを実感しており、右くらい苫

けるようになったと思う。」と述べている。

両被験者ともに、すでに慣れている右手での毛笹山

字とほぼ同等に左手での毛筆~I ::字を行えるようになっ

たとした。 被験者数は少ないが、この*ili~~からは、 方

策に対して否定的な感情を持っていないことがうかが

える。調査2での短期的な使JlIのみではなく、制査3

のように継続的に方策を使用した際にも、学留者の意

織としては良い方向に作用した。加えて、長期的にf史

mした際には、補助用具がなくともtiけるようになっ
ていく可能性もみられた。

7. まとめ

7. 1 本研究における成果

本研究に被験者として協力してくれた使館左手出字

者は、毛筆が嫌いであったり背手であったりする傾向

を示すとともに、個々によってラテラリティは多機で

あり、その中でも毛筆だけは特殊な傾向を示してい
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た。被験者数は少ないものの、硬筆左手書字者におけ

る一般的傾向である可能性が高いと考えられる。

硬筆左手書字者が毛筆を用いる際に生じる可能性が

ある非優位性と、それに対処する方策について検討を

行った。方策を使用することによる効果については、

毛筆学習を行いやすい手や硬筆に役立つという感覚が

ある手として、左手の比率が約 30%増加し、後者に

ついては90%を越えた。加えて、方策を使用するこ

とで書きやすさに良い変化をもたらし、実際に点画の

書き方も向上する傾向が見られた。さらにある程度の

期間、継続して使用した場合、補助用具を用いなくて

も良くなる可能性が得られたo

本研究全体から、提案した方策は硬筆左手書字者が

毛筆学習をどちらの手で行うかの選択と、学習過程に

おいて左手で毛筆を使用する際の非優位性への効果を

持つ可能性を得たと考える。なお、右手で毛筆を使用

する際の非優位性への効果については、被験者の特性

から明確な結果が得られていなし、。

毛筆学習初期の小学校3年生への指導上の配慮とし

て用いる方策は、ある程度の効果が期待できるもので

ある必要がある。本研究における成果は、その可能性

を示し得たと考えている。すなわち、筆の傾きや動作

等の理解が進んでいない学習者にとって、補助用具の

使用が毛筆の特徴に関する理解を促進する役目を果た

し、書く位置や、筆軸の傾きから毛筆学習を効果的に

行えるようになる可能性があると考えられるo

7.2 本研究における課題
本研究は、小学校3年生段階における毛筆を扱う手

の選択、指導上の配慮のための基礎研究であるo 今

後、実際に小学校3年生段階での学習活動に用いてい

くことが、次の重要な課題である。共同研究者を増や

すことも含め、実際の使用の方向性を探りたい。

本研究の成果のーっとして、硬筆左手書字者として

一括りにすることなく、ラテラリティなど個々の特性

に応じた対処が効果的だということがわかった。それ

は、唯一の解決方法に絞り込むのではなく、選択肢を

用意することが効果的であるということでもある。た

だ、今回の調査では、被験者の特性と効果的な方策と

の関係を明らかにしていなしE。被験者数を増やし統計

的な手法等を用いることで、被験者の特性に応じた方

策の選択を明らかにできるかもしれない。この点も、

研究すべき課題といえよう。

また本研究の前提として、非優位性を改善する方策

として、字形等の文字そのものや、それに付随する筆

J!頂等の特性を変えることは行わないこととした。さら

に本研究で意図した毛筆学習は、あくまで国語科書写

の目的を達成するためのものであり、芸術科書道のよ

うな表現性を目的とした活動等を意図しないこととし

たo これらの部分については、左手で書字すること、

左手で毛筆を扱うことを積極的に捉え、そのことを効

果的に用いていくような方向性があるかも知れない。

仮にこれら研究上の限定を外した場合のより効果的な

方法についても、広い意味で今後の課題となるだろ

っo
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